
丹後織物工業組合 産業振興プラン
（2022~2027 第1次5ヵ年計画）

〜次代へ、新たな挑戦〜
「誇りを持ち、織物と共に生きる地域の創出」

丹後織物工業組合
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１. 現状と課題



１．現状と課題 〜丹後地域の有する強み〜
自然資源・歴史資源など豊富な観光素材
・自然環境に恵まれ（山陰海岸ジオパーク等）、海の幸、山の幸、
温泉資源や海水浴場など、豊富な観光資源に恵まれている。

⽇本遺産「丹後ちりめん回廊」など魅⼒的な⽂化コンテンツ
・2017年には、「300年を紡ぐ絹が織り成す丹後ちりめん回廊」が
⽇本遺産に認定され、歴史的⽂化的なコンテンツを積極的に世
界に情報発信している。

⽇本一の絹織物産地 ／世界に誇る織物の技術
・丹後は⽇本一の絹織物産地であり、きものの後染⽤⽣地（表
地）の⽣産量は全国の7割に上り、⻄陣の帯など先染織物の製
造では⽣産量の⼤半を担う。

・⽣糸はもとより、ポリエステルやレーヨンなど化学繊維を使⽤した和
装小物、洋服⽣地、インテリア⽣地などの分野でも、多種多様な
技術は高く評価されている。
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主要絹織物産地⽣産シェア（2020年）
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⽇本三景に数えられる天橋⽴、ジオパーク300年を紡ぐ絹が織り成す丹後ちりめん回廊が⽇本遺産に認定
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急速に進展する少子高齢化、過疎化
・人口減少と少子高齢化が急速に進んでおり、1985年の

7.1万人が30年間で2割減少し、2015年には約5.6万人
・産業従事者の高齢化も進んでおり、2018年の従事者平均
年齢は6８.7歳。

国⼟軸から乖離 ／⽇本海連携に期待
・京都府最北端に位置し、第１国⼟軸である太平洋ベルト
地帯から離れている。今後の⽇本海連携に期待。

繊維産業に係る⽣産基盤の弱体化
・昭和の時代に導⼊された設備が中⼼であり、経年劣化によ
る故障が増加、作業効率や品質安定の阻害要因となってい
る。故障部品の調達が年々厳しくなるなか、⽣産能⼒も
年々も年々低下している。

競争⼒ある商品の不⾜ ／外国人観光客へのアピール不⾜
・⽣産拠点に特化した発展過程から、商品の企画販売は他
地域に依存しており、市場を意識した商品開発⼒が弱い。

・また、急増する外国人観光客に対して、地域の魅⼒を⼗分
にアピール出来ていない。

１．現状と課題 〜丹後地域の抱える弱み〜

出典︓⼯業統計、経済センサス

出典︓国⼟交通省
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来⽇外国人客の拡⼤と⽇本ブームの再来
・訪⽇外国人は、2018年に3000万人突破、丹後においても増
加傾向にある。新型コロナにより激減したものの、2025年⼤阪
万博に向けてＶ字回復が期待される。

・これを契機に⽇本の伝統･⽂化･技術等に対する世界的な関
⼼が今後も高まることが予想される。京都から遠くない丹後でも、
潜在的なポテンシャルは高まると予想される。

デジタル化による情報発信⼒と世界市場へのアクセス向上
・情報化の進展に伴い、市場を巡る競争環境が世界規模となっ
ている。SNSをはじめとする情報伝達の革新、越境ECの発達
等により、安価なコストで容易に世界市場にアクセスできる環境
が整うなど、地理的ハンディは低くなっている。

世界的な衣服需要・シルク需要の増⼤
・世界的な人口増加と途上国の経済成⻑に伴い、衣服需要は
近年四半世紀で2.3倍化、今後も毎年3.6％の成⻑予測で
ある。とりわけシルク需要については、今後ますます増⼤すると予
想され、高質な製品への注目は高まると期待される。

若年層の「和装」への関⼼の高まり
・「和装に触れる」授業が中学校で導⼊されるなど、⽇本人のアイ
デンティティを呼び覚ますツールとして、和装に注目が高まってい
る。F1層を中⼼にファッションアイテムとして浴衣など「和装」を楽
しむ⼥性が増加するなど、関⼼の高まりが⾒られる。

急増している来⽇外国人観光客

世界的な衣装需要・シルク需要の増加

１．現状と課題 〜今後訪れる機会〜
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人口減少社会における⽇本経済のシュリンク
・人口減少と高齢化が進む本邦において、地方
都市におけるコミュニティや地域固有の⽂化の
消失をはじめ、経済活動のシュリンク、産業分
野における事業承継や技術継承が問題化され
ている。

輸⼊衣服の増加 ／国内繊維産業の壊滅
・国内アパレル市場における輸⼊浸透率は、依
然増加しており、2017年には97％を達成。国
内の繊維事業所数、製造品出荷額は、1991
年⽐で1/4まで減少している。

・今後もこの傾向は続くことが予想され、⼤量⽣
産に係る国内繊維産業は全滅の恐れ。

「和装」市場の危機的状況の継続
・ライフスタイルやファッションの変化に伴う和装需
要の減退は、1980年の約1.8兆円をピークに
減少し続けている。これに伴い丹後の⽩⽣地⽣
産量は令和元年で約25万反と、ピーク時
（1973年）の97％減である。

・一部に若い世代による和装の⾒直しがみられる
ものの、総量としては⼤きな回復が⾒込めず、
危機的状況は継続するものと⾒られる。

1
国内繊維産業の縮小、輸⼊衣装の増加

１．現状と課題 〜今後訪れる脅威〜

5

2

3



あたらしい⽣活様式の浸透
・EC、SNS、TV会議等オンライン・デジタル技術を取り⼊れた働き方、あたらしい
⽣活様式が浸透する。

・対面販売など感染リスクのある販売、営業方法は当面の間、制限される。
・５Gや新たなデジタル技術、プラットフォームの出現や浸透が予測され、⽣産、
流通、販売等あらゆるチャンネルで急速に導⼊が進む事が予測される。

DX（デジタル・トランスフォーメーション）への対応
・既に浸透している、Web、EC、SNSへの対応だけでなく、AR、VR、AI等を活
⽤したビジネスの在り方を模索し、対応していかなければ取り残される。
新技術に対し常にリサーチと研究を怠らないようにしなければならない。

・アナログな仕事の仕方に慣れきってしまっている組合員の意識改革、研修に早
急に取り組む必要がある。

・高齢化が進む中で、どこまで新たな技術へ対応する事ができるか︖対応できな
い組合員へのフォローをどうするのか︖

EC、越境EC、オンライン商談システム等を活⽤した販路開拓
・既存の問屋経由の商流だけに頼らない新たな商流への取り組み
・既存問屋販売と相反する商流に対する意義付けや基準について

１．現状と課題 〜コロナ禍による社会の変化〜

6出典：日本経済の見通し https://www.jri.co.jp/page.jsp?id=36756
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積極的攻勢かけるべきこと(強み×機会)
グローバルニッチ市場への挑戦

・レベルの高い技術⼒を⽣かした世界最
高のテキスタイルクリエーション産地化

・市場ニーズを的確に捉えたデザイン性・
品質性の高い商品⼒の向上

今後の機会 (Opportunities)
万博に伴う日本ブームの到来

・来⽇外国人客の拡⼤と⽇本ブームの再来
・デジタル化による情報発信⼒と世界市場へのア

クセス向上
・世界的な衣服需要・シルク需要の増⼤
・若年層の「和装」への関⼼の高まり

今後の脅威(Threats)
迫られる従来ビジネスからの転換

・人口減少社会における⽇本経済のシュリンク
・輸⼊衣服の増加 ／国内繊維産業の壊滅
・「和装」市場の危機的状況の継続

地域の強み（Strengths）
豊富な観光資源＆誇るべき織物技術

・自然資源・歴史資源など豊富な観光素材
・⽇本遺産「丹後ちりめん回廊」など魅⼒的な
⽂化コンテンツ

・⽇本一の絹織物産地／世界に誇る織物の
技術内

部
要
因

外部要因

段階的施策に繋ぐべきこと(弱み×機会)
ICTを活⽤した発信とプライド醸成
・ICTを最⼤限活⽤することで物理的距
離を克服し、世界市場を対象にビジネ
ス展開できるインフラ整備

・「丹後プライド」を皆が共有し、次世代が
夢を持って働き続けられる環境づくり

地域の弱み(Weakness)
市場へのアクセス経験-能⼒の不⾜

・急速に進展する少子高齢化、過疎化
・国⼟軸から乖離 ／⽇本海連携に期待
・繊維産業に係る⽣産基盤の弱体化
・競争⼒ある商品の不⾜ ／外国人観光客へ

のアピール不⾜

差別化戦略に⽣かすこと(強み×脅威)
「地域資源×織物」の新商品開発
・従来型の「繊維産地」から脱却し、丹後
の自然・食⽂化・風⼟を⽣かした新たな
商品開発

・世界中の消費者に感動を提供

専守防衛すべきこと（弱み×脅威）
人材・技術・設備の承継

・第三者事業承継(M&A)や職人の技術
承継による事業・技術の継承

・⽼朽化した設備･部品の補給に係る供
給体制の整備

丹後の基幹産業＝
「織物」を基軸に、

地域を活性化する上
での課題は何か⁈

１．現状と課題 〜SWOT分析に⾒る 丹後地域の課題〜
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２．上位計画・関連計画



京都府総合計画「丹後地域振興計画」（令和２年策定）
〜安⼼して「元気」に住み続けることができ、希望が持て夢が実現できる丹後地域〜

基本方針
施策の推進に当たっては、人権を尊重しながら府⺠個々の能⼒が
発揮できるように、地域の特性を踏まえ「様々な主体（※）との連
携・協働・共創」の視点で実施します。 特に、丹後の強みである
「豊かな食」、「ものづくりの伝統・技術」、「魅⼒あふれる歴史・⽂
化」を⽣かし、各市町や関係団体などと連携しながら戦略的に取り
組みます。

※様々な主体︓地域住⺠、市町、海の京都ＤＭＯ、京都府北部地域連携都市圏形成推進協
議会、⼤学などの教育機関、企業、商店街、地域で活動する団体などありとあらゆる主体

令和2年（2020）から4年間で取組むこと
（１）住み続けることができる安⼼・安全な地域づくり
地域産業の営みや人々の暮らしの下支えとなる、災害に強い安全な地域、
安⼼して元気に住み続けられる地域づくりを推進

（２）稼ぐ⼒の強化による産業振興
観光産業の振興を⼊口としながら、地域に根付く織物業や機械⾦属業等
ものづくり産業や農林水産業などの基幹産業全体の更なる発展に取り組
み、稼げる地域づくりを推進

（３）地域を支える人材の確保・育成
稼ぐ⼒の源泉となる人材の確保・育成を進めることにより、更に地域全体が
活性化する好循環を実現するため、誰もが活躍できる地域づくりを推進

２．上位計画・関連計画（京都府）
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京都府総合計画「丹後地域振興計画」（令和２年策定）
〜安⼼して「元気」に住み続けることができ、希望が持て夢が実現できる丹後地域〜

戦略１︓「海の京都」構想の更なる深度化
・ジオパーク、⽇本遺産等を活⽤し⾏政の垣根を越えた周遊型観光促進
・Eバイク、ジオトレイル等の推進、豊かな「食」、海岸や海のスポーツ等を
活⽤した観光誘客

・「丹後ちりめん」の魅⼒を⽣かした職人ツアーやコト体験等、稼げる産業観
光創出

戦略２︓ものづくり産業等地域産業の振興
・「丹後ちりめん創業３００年事業」等を契機として、「織物といえば丹後」と
世界中のデザイナー、バイヤーが⾏き来するクリエイティブな地域づくりを推進

・次世代への技術継承を図るとともに、市場ニーズに合った商品開発の推進
・既存分野から新分野への進出及びＡＩ・ＩｏＴ技術等の活⽤による企業
の支援を実施

・地域企業のニーズに応じた人材育成研修等を推進し、企業の技術⼒向上
を支援。

・異業種連携等を推進し、企業の新分野進出を支援

２．上位計画・関連計画（京都府）
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政策の企画・実⾏にあたっての基本方針

２．上位計画・関連計画（京丹後市）

＜まち・ひと・しごと創⽣に向けた政策５原則＞

①自⽴性
地方公共団体・⺠間事業者・個人等の自⽴に
つながるような施策に取り組む。

②将来性 施策が一過性の対症療法にとどまらず、
将来に向かって、構造的な問題に積極的に取り
組む。

③地域性
地域の強みや魅⼒を活かし、その地域の実態に
合った施策を、自主的かつ主体的 に取り組む。

④総合性
施策の効果をより高めるため、多様な主体との連
携や、他の地域、施策との連携 を進めるなど、総
合的な施策に取り組む。
⑤結果重視
施策の結果を重視するため、明確なＰＤＣＡサ
イクルの下に、客観的データに 基づく現状分析や
将来予測等により短期・中期の具体的な数値目
標を設定した上で施策に取り組む。その後、政策
効果を客観的な指標により評価し、必要な改善
を⾏う。

京丹後市 第2次京丹後市総合計画「基本計画」（令和２年改訂）
第２期 京丹後市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略



京丹後市 第２期 京丹後市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略 アクションプラン

２．上位計画・関連計画（京丹後市）
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２．上位計画・関連計画（与謝野町）

13

第2期与謝野町ひと・しごと・まち創⽣総合戦略（令和2年策定）
「未来への約束“The promise for our future” 〜京都与謝野のひとづくり、しごとづくり、まちづくり〜」

５つの基本目標

本町では高校卒業後の若年層の転出超過が人口減少
の最⼤の原因となっています。若者が町内へ帰ってくる、
あるいは訪れる仕組みづくりが重要な視点であることを踏ま
え、第１期に引き続き、まちや地域に対する愛情（よさの
愛）を持った「ひとづくり」を最重要目標とし、よさの愛にあ
ふれたキラリと光る人財による「しごとづくり」「まちづくり」を推
進していくため、５つの基本目標を柱に第２期与謝野町
ひと・しごと・まち創⽣総合戦略をまとめました。

1



２．上位計画・関連計画（与謝野町）
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第2期与謝野町ひと・しごと・まち創⽣総合戦略（令和2年策定）
「未来への約束“The promise for our future” 〜京都与謝野のひとづくり、しごとづくり、まちづくり〜」

地域経済循環の確⽴

①基幹産業の振興
与謝野町の産業は山・川・海が連なる恵まれた自然環境
のもと息づいています。京の豆っこ米をはじめとする自然循
環農業やスマート農業13等に挑戦し続ける農業、丹後
ちりめんに代表される絹織物の製造⽣産で培ってきた高い
技術⼒を持つ織物業など、与謝野町ならではの価値を活
かした地域の基幹産業の振興を図ります。

②産業間連携の推進
商業、⼯業、農林業、観光、福祉、健康、医療、教育、
環境等の様々な産業間連携を図り、新たな価値の創出
と地域産業発展の可能性を広げます。

③産業イノベーション14の促進
未来技術を積極的に導⼊・活⽤し、多様な掛け合わせ・
産業間連携による産業イノベーションを促します。

基本的方針

地域の魅⼒が⽇々の暮らしの中に溶け込んでいる与謝野
町では、自然景観や産業、人などの地域資源を活かした
体験プログラムによる人の流れ、与謝野町観光協会（海
の京都DMO18与謝野地域本部）を中⼼とした地域住
⺠、住⺠団体との連携によるさらなる地域の魅⼒向上が
必要です。
さらに、移住希望者が与謝野町を移住先候補の一つとし
て選択する認知度の向上を図り、まちの特⾊や環境、人
の魅⼒で惹きつけられる情報発信を強化するとともに、各
地区や各種団体、企業等と緊密な連携を図り、与謝野
町全体で移住者を積極的に受け⼊れるという気運を醸
成する必要があります。
また、若⼿人財が途切れることなく町内へ帰ってくる、ある
いは訪れる仕組みづくりを構築し、⼤学⽣（⼤学含む）
や若者の持つ知性・感性・創造性などをまちづくりのエッセ
ンスにした地域の活性化を促し、関係人口、移住定住の
他、与謝野町の産業における人財確保の観点からも、⺠
間の吸引⼒による展開を図ることが重要です。

2 3
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３. これまでの取り組み



(１) ⽇本の着物⽂化の中⼼的役割

丹後は1300年以上前から絹織物の産地であった歴史を有します。
江⼾時代に京都⻄陣で「お召ちりめん」が誕⽣した後、丹後の織物は「⽥

舎絹」と呼ばれ、売れ⾏きが低迷。農業の凶作と重なり、人々の⽣活は極め
て困窮しました。その危機を乗り越えようと、京都⻄陣に赴き、ちりめん織りの
技術を持ち帰った数名の先人たちがいました。帰郷後、独特の「シボ（⽣地
の凹凸）」を持ったちりめんの⽣産に成功し、これが丹後ちりめんの始まりと
なったのです。彼らはその技術を人々に惜しみなく教え、瞬く間に丹後一円に
広まりました。

丹後の職人たちは300年の間、各時代の和装シーンにいくつもの主流商品
を⽣み出してきました。⽣地が透けて⾒える絽ちりめん、⾊糸・⾦銀糸などを
織り込む縫取ちりめん、上品な光沢を放つ緞子ちりめんなど、撚糸と織り技術
の応⽤によって様々な「表情〈テクスチャー〉」の素材が誕⽣しました。その結果、
戦前から丹後は⽇本一の絹織物⽣産地となり、今やそのシェアは全国の約
70％にも上ります。そしてその挑戦は、今もなお続いています。

３．これまでの取り組み
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(２) 織物関連の各種サービスの提供

精練加⼯
・精練加⼯（小物・小幅・広幅）
・オリーブ精練加⼯

よごれ落とし
・漂⽩加⼯
・ＤＳ加⼯
・ＳＮ加⼯
・ＳＮＤＳ加⼯

⽣地加⼯
・整理加⼯ ・SN抗ウイルス加⼯ ・ハイパーガード加⼯
・クリンティ加⼯（抗菌・抗ウイルス加⼯）
・ＳＮ抗菌・防臭加⼯ ・サニーライク加⼯
・蛍光染め加⼯（⽩染め加⼯）・防シワ加⼯
・冷感加⼯（接触・吸湿） ・温感加⼯・遠赤外線加⼯
・蒸絨(じょうじゅう)加⼯ ・撥水加⼯ ・柔軟加⼯
・紫外線カット加⼯ ・無地染め（小物〜160cm）
・湯のし ・湯通し ・直干し ・⼿のし

⽣糸の加⼯
・糸練り ・糸染め ・防染加⼯ ・増染糸加⼯
・セリシン定着加⼯ ・ノンフィル加⼯

３．これまでの取り組み

化粧品・スキンケア
・絹セリシン配合 「きぬもよふ」シリーズ

⼯場と⽣地開発
・産地内で完結するワンストップ⽣産体制
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(３) 「TANGO OPEN」 新たな産地ブランディングへの取り組み

「TANGO OPEN」の取り組み

従来の「丹後ちりめん」のイメージの枠にとどまらず、ちりめん織りの伝統を
背景に、卓越した技術によって⽣み出された世界に通⽤する最高品質
の⽣地や商品が多くなっているなか、それらを世界にアピールしていくにあ
たり、「TANGO OPEN」のブランドロゴを作成し、丹後織物⼯業組合
においてロゴ活⽤事業者の認定を⾏っている。

「TANGO OPEN」は洋装等にも展開することを念頭に、和装の「丹後
ちりめん」とすみ分けし、世界の人に愛され、リスペクトされるブランドとし
て育成し、産地全域のブランドイメージ向上を目指しており、作り⼿たち
が丹後という地名に誇りを持ちながら、「世界に向け開かれた姿勢で新
しい価値観を受け⼊れ、世界を切り開いていく宣⾔」です。

３．これまでの取り組み
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(４) 「TANGO CREATION PLATFORM」 産地と協業する価値の創造

「TANGO CREATION PLATFORM」の取り組み

2019年よりスタートした「TANGO CREATION PLATFORM」
は、丹後が持つ様々な魅⼒を外に開くことで新たな地域の可能
性を模索するプロジェクト。「丹後ちりめん」と世界で活躍するクリ
エイター/デザイナーが滞在と交流を通じ、新たな領域の丹後ちり
めんを模索する。
滞在の中で出会う丹後の伝統、⽂化、風⼟、そしてリアルな⼯
房の現場から様々なインスピレーションを得て作品が創造される。

2020年は、コロナ禍の影響により実⾏困難な状況におかれたが、
オンライン観光やビデオ会議を通じて本来の滞在体験に近づける
形を⼯夫し開催。
今回の特殊な環境下でも、関係者の相互協⼒と熱意により国
を超えたクリエイションが可能なことを証明した。
⽇本と海外を拠点にするデザイナーの感性が融合した、新たな
「丹後ちりめん」の可能性を紹介する。

３．これまでの取り組み
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(５) 「2020 丹後ちりめん 創業300年事業」 次代へ、新たな挑戦

「丹後ちりめん 創業300年事業」について

2020年、丹後産地を代表する絹織物「丹後ちりめん」は
創業300年を迎えました。
1300年つづく絹織物産地「丹後」に、革命的な変化を与
えた「丹後ちりめん」は、今から300年前の1720年に郷⼟
人たちの⼿によって⽣み出され、丹後地域に”活気”と”富
み”をもたらしました。
伝統技法を護りつつ、職人たちの技術⼒、高度な加⼯技
術により「ものづくり」の進化を続ける丹後産地は、丹後ちり
めんをはじめ京都・⻄陣の⽣産基地としての機能も兼ね備
えた、⽇本の和装⽂化を支える⽇本一の絹織物産地を形
成しています。
さらに、職人たちの挑戦は和装分野にとどまらず、洋装、イン
テリア分野などへ拡がりを⾒せ、職人たちの技術、感性から
創り出される多様性のある織物は、国内外の名だたるブラ
ンドからも高い評価を受けており、市場に新たな風を吹き込
んでいます。
糸を「撚る」こと、それを巧みに「織る」ことを可能にした職人
たちの技術は、今もなお世界最高水準の技術として受け継
がれ、新たな価値を創造する源泉となっています。
丹後ちりめん創業300年は、伝統に裏打ちされたブランドを
もとに、新時代の「はじまり」の年となります。
次なる100年に向けて・・・。

３．これまでの取り組み
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(６) TANGO OPEN CENTER トライアル事業

TANGO OPEN CENTER 構想の実現に向けて、下記の施策を実施

「TANGO TEXTILE EXHIBITION」
創業300周年をきっかけに、丹後織物求評会を合わせた展⽰会を旧和装棟を小規

模改修して実施。それまで京都市内での開催が主であった丹後織物の展⽰会を地元
丹後で実施し、多くの関係者、取引先に来場頂くことができ、以降毎年開催している。

「撮影スタジオ整備」
産地の織物関連事業者が、DX時代の到来に対応すべく、自ら高品質な、⽣地写真、

商品写真、動画撮影、各種のデジタルPR素材を制作できるよう、旧和装棟を改修。
産地自⾝が、自らその価値を発信できる能⼒を強化し、動画配信、オンライン商談会や
オンラインイベント実施などにも活⽤していく。

「オンライン商談会」
コロナ禍で一段と普及したオンライン技術を活⽤し、対面接触が制限され、商機を失い

⼤打撃を受けている組合員や産地全体の営業機会を補完する為に、国内外のバイヤー
に向けたオンライン商談会を継続的に実施。

３．これまでの取り組み

21

1

2

3



(６) TANGO OPEN CENTER トライアル事業

TANGO OPEN CENTER 構想の実現に向けて、下記の施策を実施

「ECサイト構築」
コロナ以前より急激に発達して来たEコマースは、既に一般に普及し、有⼒な良品購⼊

の選択肢として定着している。今後益々、産地toCの直接販売の機会が増⼤する事は
間違いなく、当組合としてもこれを拡充し、産地の持続的発展につなげていきたい。

「デパートPOP UP」
オンラインビジネスが今後も発達する事は間違いないが、一方で対面機会も消滅する

訳ではなく、実際に現物の商品を⾒て、その良さを訴求する機会や、人と人とのリアルな
出会いにより⽣まれる価値もまた重要であると考え、特に首都圏や⼤規模消費地で、作
り⼿が直接消費者にプレゼンテーションや販売が出来る機会を今後も継続維持していく。

３．これまでの取り組み
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４. 将来目標と戦略



４．将来目標と戦略 〜世界のテキスタイル・クリエーション産地を目指して〜

丹後は、⼤陸との交流や気候風⼟を活かし、天平時代（⼋世紀）から絁や精好などの絹織物が織られてきました。1720年（享保
5年）に京都⻄陣から「ちりめん織り」の技法をもとに創り出された「丹後ちりめん」は、この地域の基幹産業として発展しました。
しかし時代と共に、きもの離れが進み、今ではその存続が危ぶまれています。きもの市場だけに依存する状況を改め、これまで培ってきた

織技術や関連技術を活かして、ファッションやインテリアなどの成⻑するグローバルな市場を目指すことが不可⽋です。
このため、「世界のテキスタイルクリエーション産地」を目指して、デザイナー、アーティスト、バイヤーなど世界のテキスタイル関係者、クリエー

ターの丹後への招致を図る「アーティスト・イン･レジデンス※注)を推進します。あわせて、⽇本の原風景を感じさせる丹後の自然や豊かな
食、⽣業としての織物なども含めた、独自性ある「丹後ブランド」づくりを通じてクラフトツーリズムなどを促進することで新たな活⼒を創出し
て参ります。
具体的に下記の４つの将来目標を設定するとともに、これらを実現するための戦略を定めるものです。

注）アーティスト・イン･レジデンス（Artist in Residence、「AIR」）とは、国内外からアーティストを一定期間招へいして、滞在中の活動を支援する事
業（出典︓⽇本全国のアーティスト・イン・レジデンス総合サイト）

24

❶消費者に感動を与える商品が⽣まれる産地
・「絹織物といえば丹後」「クリエイティブな商品づくりが
可能な地域」として、国内外のデザイナー・バイヤーか
らユーザーまで、多くの方に注目される産地を目指す

❷世界に通⽤するものづくり技術を有する産地
・⽇本最⼤の絹織物産地として、国内最⼤規模を誇
り高い技術⼒を有する精練・加⼯施設を持つ、⽇本
のものづくりを支える産地を目指す

❸⽇本の和装⽂化を牽引する産地
・和装⽂化を世界に発信し、世界への興味・関⼼を
促し、⽇本⽂化の理解と普及を狙う産地を目指す

❹子どもたちが希望を持てる産地
・地域の子供たちや若者が、将来の「夢」「希望」を⾒
出すことができる産地を目指す



「消費者に感動を与える商品が⽣まれる産地」を目指す
新商品開発＆販路開拓

（１）連携強化によるイノベーションの創出
・丹後の織物を活かし、現代⽣活に対応した産地ブランド
「TANGO OPEN CREATIONS」商品の開発と販売

（２）マーケットインの視点による新商品開発
・既に取り組んでいるアーティストインレジデンス事業を拡充し、
国内外デザイナー等とのコラボによる質の高い製品づくりを
⾏い「TANGO OPEN CREATIONS」の商品を拡充

・「⼯場と共に創る」バイヤー（BtoB）やユーザー（BtoC)が
求める商品開発

（３）生地の販売機能、決済機能を持つ「生地商社」機能
・産地自らが、テキスタイル市場の中⼼（東京、パリ、ミラノ、NY
上海等）に⽣地販売エージェントを雇⽤し、自ら直接販売業
務を⾏える体制を確⽴。市場情報を元に商品開発にも活⽤

・海外ブランドとの取引等、決済代⾏や資⾦繰り機能を持つ「⽣
地商社」 機能を地元⾦融機関等と提携し設⽴。国際取引を
よりスムーズに展開

（４）新たな市場開拓に対応する商談機会の創出
・国内外のバイヤー・デザイナーとを繋ぐハブ機能の設置
・オンライン商談システムの拡充による⽣地サンプルの提供など、
商談のデジタル化を進め、迅速、簡易な取引を促す

・リアルとバーチャルが融合した展⽰・商談会の開催

４．将来目標と戦略 〜目標実現のための戦略〜
「世界に通⽤するものづくり技術を有する産地」 を
稼げる産地へ

（１）組合加⼯場の営業⼒強化
・国内最⼤の高い技術⼒を有する精練・加⼯施設の技術、
サービスを全国展開し、地元だけでなく、他産地、異分野
展開など保有技術を売り込み、「稼げる」加⼯場に転換。

（２）他産業（医療、美容、農業等）との連携
・丹後織物、素材、技術を⽣かした商品づくり及び加⼯場
排熱等を利⽤した農業利⽤の可能性を検討する。

（３）シルクテキスタイル・グローバル推進コンソーシアム
・３産地が連携することにより、和の⽂化⼒や技術を⽣かし、
世界のニーズに応えられる魅⼒ある商品づくりを展開し、さら
には直接バイヤーと商談できる⼒を養い、シルクテキスタイル
の世界的な産地となることを目指す。

（４）後継者・若⼿経営⼈材の育成、技術向上
・人材育成によるマーケティング＆イノベーション機会創出
・産学連携によるDX対応スキル向上研修、産業転換促進
・府織物・機械⾦属振興センターと連携した技術開発

（５）機料品調達供給の検討
・京都府内の織物産地が持続可能な⽣産基盤を確保す
るために、丹後・⻄陣両産地が連携し、機料品の仕⼊
調達の共同化や代替機料品の共同開発などを検討す
ることにより、京都府内の織物産業の持続ある産地⽣産
環境の構築を模索する。
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「⽇本の和装⽂化を牽引する産地」を目指す情報発信

（１）「日本の着物」をリードするブランドの普及
・広報媒体等での積極的活⽤による認知度の向上
・発信する認定事業者の拡⼤によるブランド⼒の向上
・観光業等他産業と連携した発信

（２) 産地の魅⼒を正確に伝える発信
・⽣産から完成までの全ての⼯程が、リアルでもバーチャル
でも体験できる場の提供（オープンファクトリー）

・丹後が誇る技術や従事者と、それらに対する国内外の
影響⼒のある者からの評価の「⾒える化」

（３）和装文化の体験機会の提供
・デジタル技術を活⽤し、バーチャル空間での「きもの体
験」等、楽しみながら和装⽂化を支える技術が体験で
きる場の提供

・「丹後ちりめん祭」の拡⼤・充実

４．将来目標と戦略 〜目標実現のための戦略〜

「子どもたちが希望を持てる産地」を目指す賑わい創出

（１）「産業×観光」の新たなモデル創出
・海の京都DMOと連携、クラフトツーリズムの促進
・農林漁業との連携による6次産業化の推進

（２）国際化の推進と郷土愛を育む機会の創出
・インバウンド観光、アーティストインレジデンスの推進により、
「世界から人が集まる地域」である郷⼟に誇りを持つ機会と
雇⽤を創出し、地元産業への興味を育み、地元への就労
機会を拡充する

（３）新たな担い⼿⼈材の確保
・短期就労やインターンシップ等の積極的な受⼊
・新規創業、新商品開発、試作トライアル等の機会提供
・ＵＩＪターン希望者との交流機会の創出
・海外クリエィティブ人材の受け⼊れ、就労機会の創出
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５．重点プロジェクト 〜重点プロジェクト〜

目標実現のための戦略を具現化する５つの重点プロジェクト

１. ものづくり拠点の再構築

２. TANGO産地ブランドの構築（和装ブランド・ライフスタイルブランド）

３. 情報収集・発信⼒の強化

４. ⼈材育成

５. 交流拠点の整備

※２、３は2020年度より先⾏して、一部取り組みを始めており、2021年5⽉以降
は、TOC（TANGO OPEN CENTER）事業課が担当して継続実施中



①加⼯場保有技術の新たな販路開拓、技術転⽤

組合加⼯場を「稼げる加⼯場」として
リ・ブランディングし、技術・サービスを販売

織物関連の各種サービスの営業、販路開拓
⻑年培って来た絹織物の精練加⼯、よごれ落とし、⽣地加⼯、
⽣糸の加⼯、化粧品・スキンケア商品の「加⼯請負」の販路
開拓と営業活動を強化する。

１）国内他産地への技術、加⼯サービスの販路開拓
・国内他産地の織物事業者向けに各種加⼯の営業、販路開拓
を強化する。

２）織物産業以外への技術転⽤を検討
・ヘルスケア、食品などに、抗菌ほかの加⼯技術等を転⽤
・美容分野等に、アロマ、コラーゲン、保湿加⼯技術などを転⽤
・⽇本ものづくりワールド＠幕張メッセなど織物以外の⾒本市へ
出展して販路開拓を⾏う。

５．重点プロジェクト 1.ものづくり拠点の再構築
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「生地商社」機能を設⽴し、⾃ら稼ぐ体制を構築する

「生地開発→BtoB生地営業→決済代⾏」までを組合員企業に対して支援
小規模零細事業者が多い組合員企業単体では難しい、開発、⽣地営業、
海外営業等を⾏い、新たな市場を開拓する。

１）生地の新規開発を一気通貫でBtoB提案営業
・組合所有加⼯場のみならず、京都府織物・機械⾦属振興センター
等も含めた産地全体の技術を組み合わせて新たな⽣地開発をアパ
レルメーカー、インテリアメーカー等に働きかけて、⽣地開発、商品開
発を一気通貫で受注する提案営業を⾏う。

２）「生地商社」機能を開設し、国内外のアパレル中心地で⾃ら営業
・東京及び海外拠点（パリ、NY、ロンドン、上海等）に営業事務所
を開設し、現地スタッフを雇⽤し、テキスタイル販売エージェントとして
育成し、産地自らが海外のハイブランド向けに営業を⾏う。

・地元⾦融機関とも連携し、決済代⾏機能（⽣地商社機能）を持つ。

②生地の新規開発及び販売強化
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・現在丹後地方の⽣産体制の中⼼は「出機(でばた)織り」になっており、主に家族経営の零細事業者
は材料を支給され、「加⼯」のみを受託する、内職仕事に近い業態になっている。
この為、商取引において、常に弱者の⽴場に追いやられ、不安定な低⼯賃労働に⽢んじており、若⼿が
事業継承を⾏う事が出来ず、高度な織技術が失われようとしている。

・これらの事業者の平均年齢は高齢化しており、早期の対策を講じなければ丹後で織物を⽣産する事が
不可能になり、⻄陣、友禅など、京都府内の和装産業全体が商品を⽣産する事が出来ず、壊滅状態
になることが予測される。

・高度な技術継承と安定した⽣産能⼒を確⽴する為には、委託業者が⽣産体制の内製化を進め、出機
事業者の再編成を⾏い、織物技術の維持・向上、受注体制の確⽴などが必須である。これに伴い、地元
織物産業の雇⽤の安定化や、高度化、差別化を図ることもでき、高付加価値化も促進され、地域社会
全体の振興にもつながる。

・これら、⽣産体制の維持、高度化の為には、織物機械部品の安定供給、メンテナンス体制の確⽴や、
資本の集約等も必要であり、一事業者では達成できない。
当組合のサポートと共に、地元自治体からの支援体制や地元⾦属加⼯産業界の支援など、地域全体
をあげての取り組みが必須である。

③産地の生産体制「出機システム」の再編集

５．重点プロジェクト 1.ものづくり拠点の再構築
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①和装 産地ブランド 「THE RIZE OF TANGO（仮称）」 の⽴ち上げ

５．重点プロジェクト 2.TANGO産地ブランドの構築（和装）

・伝統的な和装を、現代的な表現で再定義する「THE RIZE OF TANGO（仮称）」を展開する。
着物・和装をリブランディングして、⽇本最⼤の絹織物産地、和装の源流である「丹後」に相応しい
王道の和装⽂化の再提案を⾏う。

・⻄陣、友禅等の京都府内産地、和装関連企業とも連携して、⽇本の着物の中⼼地、「京都」のブラン
ド⼒を活かし、より源流である丹後の地から和装を再ブランディングする。

・産地ブランドのオリジナル和装コレクションを開発し、国内展開を図る。
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②ライフスタイルブランド 「TANGO OPEN CREATIONS」の⽴ち上げ

・TANGO OPENのコンセプトの元に、国内外のクリエイターと開発した、世界に通⽤する一般消費者
向けライフスタイルブランド。洋服を中⼼にインテリアやギフト等も含めた幅広い商品群を展開。

・地元丹後（TANGO OPEN CENTER内）と東京に旗艦店開設を目指す。
・パリ、ロンドン、ミラノ、NY、上海、シンガポール等の主要都市に取扱い店を開拓。

５．重点プロジェクト 2.TANGO産地ブランドの構築（ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ）
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③先進事例「今治タオル」
無名の地方産地がOEMから脱却し、約15年で
国内のみならず、海外でも人気の産地ブランドへ
成⻑。

５．重点プロジェクト 2.TANGO産地ブランドの構築（先進事例）
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①情報発信拠点の整備（リアル拠点）

１）リアル展示場の開設（BtoB）
各種「生地⾒本」アーカイブ/ショールームの開設
各種「商品⾒本」ショールームの開設

・組合敷地内に開設する交流施設において、産地の
⽣地・商品を一箇所に集め、国内外のデザイナーや
バイヤーと商談を⾏える環境を整備し、販路開拓を
促進

・国内外アパレル、インテリア企業等との多様な商談
促進による受注額増加

２）撮影スタジオの拡充
⾃ら情報発信を⾏える環境整備
・⽣地、商品写真の撮影スタジオを拡充し、商材、商
品のクオリティを自ら訴求する
産地ブランド商品のPR→販売につなげる

・YouTubeチャンネル開設、オンライン配信イベント等の
動画配信によるPR

・組合員など周辺利⽤者への賃貸利⽤

５．重点プロジェクト 3.情報収集・発信⼒の強化
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１）オンライン展示場の開設（BtoB）
・各種生地⾒本アーカイブルームの開設（オンライン）
・各種商品⾒本アーカイブルームの開設（オンライン）

国内外アパレル、インテリア企業とのオンライン商談会開催によるBtoB受注
増加を目指す。

２）⾃社EC販売（BtoC）
・魅⼒的な産地ブランド「（仮称）THE RIZE OF TANGO（和装）」、
「（仮称）TANGO OPEN CREATIONS（ライフスタイル）」を⽴ち上げ、
一般向け最終商品をオンラインでBtoC販売する。

３）オンライン配信スタジオによる情報発信
・現在の撮影スタジオの機能を拡張し、YouTubeチャンネルやインスタグラム、
twitter、Facebook page、Clubhouse等のSNS独自チャンネルの運営を
⾏い、国内外に丹後ファンコミュニティを構築し、販売・来訪につなげる。

４）情報収集、調査研究業務
今後のDXの方向性や新技術（AR、VR、IoT、AI）などに常に注意し
組合事業に取り⼊れる為の情報収集、調査研究と提⾔を⾏う

５．重点プロジェクト 3.情報収集・発信⼒の強化

②情報発信拠点の整備（リアル拠点）
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１）織物技術を次世代につなぐための⼈材育成（技術継承）
・⻑年丹後地方で培われて来た織物技術や、織機等のメンテナンス技術を
包括的に学べる教育プログラムを開発し、後継者、若⼿職人等を対象に
研修を実施。

２）後継者、若⼿経営者の育成（経営スキル向上）
・経営や営業スキル、財務知識、労務管理等、企業経営に必要な知識を
習得し、特に織物産業特有の商習慣、ビジネス環境等を総合的に学べる
カリキュラムを開発し、後継者や若⼿経営者向けの研修を実施。

３）イノベーション促進の為の産学連携プログラムの開発と実施
・京都市内⼤学等との産学連携によるDX対応スキル、イノベーション促進等の
研修を実施。

・府織物・機械⾦属振興センターと連携した共同技術開発プログラムの実施。

４）情報収集、調査研究業務
・今後のDXの方向性や新技術（AR、VR、IoT、AI）などに常に注意し、
組合事業に取り⼊れる為の情報収集、調査研究と提⾔を⾏う。

５．重点プロジェクト 4.⼈材育成

①⼈材育成プログラムの開発と各種研修の実施
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１）消費者が気軽に訪れる事が出来、丹後織物や商品に出会える場の創出
・消費者が丹後の織物商品に直に触れ、購⼊する事が出来る、組合直営店舗
の開設を⾏い、組合員が作る産地ブランド商品「（仮称）THE RIZE OF
TANGO（和装）」、「（仮称）TANGO OPEN CREATIONS（ライフスタ
イル）」商品を展⽰販売するや、イベントを実施する事で、BtoCの販路拡⼤及
び、丹後ファンコミュニティの構築を図り、持続的発展につなげる。

２）プロ向けBtoBショールームの開設
・バイヤーやデザイナー向けに、丹後の織物がアーカイブされ、展⽰されているビジ
ネス目的の⽣地及び商品ショールームの開設。

３）加⼯場を活⽤したオープンファクトリーの開設
・観光客が丹後織物の素晴らしさや技術の高さ等を知る事で、産地ブランドイメー
ジを向上させると共に、クラフトツーリズムとして観光産業と連携し、地域経済の活
性化を図る。

・バイヤーやデザイナー等プロ向けの商談の中に、現場⾒学を組み込む事で、織物
の価値をより一層訴求し、商談の成約率向上に寄与する。

４）カフェ、飲⾷店、物販店舗、イベントスペース等、交流施設の開設
・来訪者がくつろぎながら、商談や観光、買い物を楽しみながら滞在できる交流施設
を開設する事で、産地ブランドの訴求と販売、コミュニティ構築につなげる。

５）丹後織物博物館開設への働きかけ
・300年以上の歴史を誇る「丹後ちりめん」の歴史や、技術、⽂化等を包括的に
展⽰し、学べる「丹後織物博物館 TANGO TEXTILE MUSEUM」設⽴へ
向けた機運の醸成、関係機関への働きかけを⾏う。

５．重点プロジェクト 5.交流拠点の整備

①丹後と出会える交流拠点の整備
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◆目的
前述の重点プロジェクトを具体化し、実効性のあるものとする為には、現実の拠点施設の整備が必要であり、組合の総力を挙げ

てソフト・ハード両面での整備を実施します。

◆理念
丹後ちりめん誕生から300年を迎えた丹後織物産地は、絹織物の産地として1300年以上の歴史を持つ、世界でも希少な織物産地

であり、和装文化を支え続けてきました。しかし時代と共に、和装離れが進み、今ではその存続が危ぶまれ、まったく猶予のない
状態です。そのような状況下、私たち丹後織物業者は情熱をもって変革を起こし、将来にわたり成⻑可能な基盤整備を進め、稼げ
る織物産業を復活する中核施設として「TANGO OPEN CENTER（オンライン/リアル）」の拠点施設開設を目指します。

◆成⻑可能な⽅向性
絹織物や和装文化をリスペクトし、最大限これの保存・拡充・継承に努めながら、一⽅で和装市場に過度に依存する状況を改め、

これまで培ってきた技術を活かし、織物を必要とするファッション、インテリアなどの成⻑するグローバル市場を目指します。
「世界のテキスタイルクリエーション産地」を掲げ、デザイナー、アーティスト、バイヤーなど世界のテキスタイル関係者、クリ
エーターの丹後への招致を図ると共に、丹後の豊かな自然や歴史と織物を併せた独自性あるブランディングにより、産地ブランド
の価値を高め、クラフトツーリズムや農商工連携などを通じて地域産業の振興に寄与し、地域社会の発展に貢献します。

◆オンライン/オフラインを活用した絹織物産業の生産/営業/販売の中核施設へ
Withコロナ時代のデジタル化、オンライン化に一早く取り組み、成⻑可能な⽅向性を定着発展させるために、「TANGO OPEN

CENTER」では、リアル拠点施設の開設と合わせて組合員のDX化を促進し、生地・商品のWebアーカイブ化と連動したオンライ
ン商談会の開催や商品のEC販売等にも取り組み、国内外のBtoB、BtoC販売を確立し、「稼げる産地」を目指します。

「TANGO OPEN CENTER」拠点施設の開設

ー 「稼げる産地」の拠点施設開設を目指す ー

５．重点プロジェクト 〜新たな産業を創出する拠点施設の整備〜
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５．重点プロジェクト 〜「TANGO OPEN CENTER」の整備〜

①ものづくり拠点
・京都府織物・機械⾦属ｾﾝﾀｰと連携した技
術/ﾃﾞｻﾞｲﾝ開発、ｱｰﾃｨｽﾄｲﾝﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ事業

・織物加⼯受注、BtoB商談ショールーム、
商談会開催

・織物商社開設による国内、海外販路開
拓事業（和装・ライフスタイル）

TANGO

➁情報発信拠点
・多⾔語Web、ｵﾝﾗｲﾝ⽣地ｱｰｶｲﾌﾞ、 SNSによる情報発信
・ポータルサイト構築、EC販売による販売
・ｵﾝﾗｲﾝ ｵｰﾌﾟﾝﾌｧｸﾄﾘｰ（ｵﾝﾗｲﾝ⼯房⾒学・商談会事業）
・オンラインサロンによるビジネス創出

◆位置付け
「世界のテキスタイルクリエーション産地」を目指して、丹後織物業者が情熱をもって変
革を起こすべく、将来にわたり成⻑可能な「稼げる織物産業」の中核施設として
「TANGO OPEN CENTER」と称する拠点施設の整備を目指します。

◆主要機能
①織物関連加⼯、産地ブランド商品開発、織物商社設⽴による販路開拓等を担う

「ものづくり拠点」
②⽣地アーカイブやショールーム、産地ブランド商品EC、撮影スタジオによるPR等を
担う「情報発信拠点」

③織物ミュージアム、ショールーム、ショップ、カフェを併設した「交流拠点」

◆想定する収益源
オンライン/オフラインを駆使した新たなBtoB、BtoC双方の事業収益

③交流拠点
・産地ブランドBtoC商品販売店舗及びカフェ等の運営
・ファッションショー、セミナー、物販催事等のイベント開催
・オンライン/オフラインが融合したイベント、商談会、販売会
の運営

・TANGO TEXTILE MUSEUM（丹後織物博物館）開設

TANGO OPEN CENTER 施設イメージ

整備予定地 ショップ/カフェ
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整備の進め方
ステップ１︓TANGO OPEN CENTER オンライン整備

・BtoB ⽣地アーカイブシステム拡充（京都府補助）
・BtoC 産地ブランド商品EC販売（京都府補助）

ステップ２︓旧和装棟の大規模リフォーム（自主財源）
・⽼朽化した組合本部事務所移転
・BtoB ショールーム開設
・BtoC 産地ブランド商品販売ショップ開設
・撮影スタジオの連携活⽤
・⼯場内「オープンファクトリー」ルート整備

⼯場ボイラー設備更新（ガス化）
・⼯場機能強化
・排熱利⽤農産物⽣産（農商⼯連携活⽤検討）

ステップ３︓TANGO TEXTILE MUSEUM整備（財源未定）
・丹後ちりめん/織物 歴史展⽰・ブランド⼒向上
・企画展、イベント開催
・「観光×ものづくり」産業観光振興

旧和装棟

本部

TANGO OPEN CENTER
TANGO OPEN CENTER

「TANGO OPEN CENTER」拠点施設整備計画案

５．重点プロジェクト 〜「TANGO OPEN CENTER」の整備〜
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旧和装棟

本部

交流施設

水耕栽培

・本部機能を旧和装棟内に移転し、大規模改修
・「TANGO OPEN CENTER/オンライン」開設

・旧和装棟を交流施設としてオープン
本部機能＋ショールーム、ショップ、カフェを開設

・⼯場排熱を利⽤した農作物栽培等農業連携

５．重点プロジェクト 〜「TANGO OPEN CENTER」の整備〜
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交流施設

水耕栽培

・⼯場内「オープンファクトリー」ルート整備

ｵｰ
ﾌﾟ

ﾝﾌ
ｧｸ

ﾄﾘ
ｰ

交流施設

水耕栽培

ｵｰ
ﾌﾟ

ﾝﾌ
ｧｸ

ﾄﾘ
ｰ

織物博物館

・TANGO TEXTILE MUSEUM
（織物博物館）整備

５．重点プロジェクト 〜「TANGO OPEN CENTER」の整備〜
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交流施設

農作物栽培

ｵｰ
ﾌﾟ

ﾝﾌ
ｧｸ

ﾄﾘ
ｰ

織物博物館

TANGO OPEN CENTER/リアル＋オンライン
交流施設︓ショールーム、ショップ、カフェ、イベントスペース

織物博物館︓TANGO TEXTILE MUSEUM

⼯場︓オープンファクトリー

⼯場排熱利⽤

産業×観光拠点

５．重点プロジェクト 〜「TANGO OPEN CENTER」の整備〜
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TANGO OPEN CENTERの役割 （リアル拠点）

産地ブランド「THE RIZE OF TANGO（和装）」及び、
「TANGO OPEN CREATIONS（ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ）」直売店舗
・旗艦店による産地ブランド商品の販売による売上向上

アーティストインレジデンスの拠点
・世界のクリエイターが集う、魅⼒的なテキスタイル商品の創出

地元産業との交流拠点（産業観光）
・「海の京都DMO」や⺠間観光産業と提携した産業ツーリズム

地元レストラン・カフェと提携した飲⾷店の経営
・店内装飾にインテリアテキスタイルを使った地元の食材を
活かしたレストランの経営（テナント誘致）

・⼯場排熱利⽤農作物栽培を活⽤した「丹後ストロベリー」等の食材を使ったメニューを提供

イベントホール、展示場、コンサート
・シルクに関連する、イベントなどの開催、誘致

５．重点プロジェクト 〜「TANGO OPEN CENTER」の整備〜

44
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５．重点プロジェクト 〜新たな産業を創出する拠点の整備〜

TANGO OPEN CENTER -ON LINE- ※ポータルサイト

丹後織物工
業組合Web

TANGO OPEN
Web

TANGO
Creation 
Platform

BtoB
商談会

システム

BtoC
EC販売

システム
撮影・配信
スタジオ

国内顧客
国内外クリ
エイター/バ

イヤー

オンライン
サロン

ﾏｲｽﾀｰｽﾄﾗｰｾ

海外顧客
拡充新設既存 外部

「TANGO OPEN CENTER – ONLINE-」
の構築

・リアル拠点と連携するオンライン拠点

・様々なWebを統合するポータルサイトの開設

・オンライン技術を使った、情報発信、商品販売

・オンラインサロン運営による、人材交流、ビジネス創出

TANGO OPEN CENTERの役割 （オンライン拠点）

45※新設・拡充部分は京都府補助活用



オンラインリアル

BtoC

BtoB

外国人デザイナー
バイヤー等

国内デザイナー
バイヤー等

「TANGO OPEN CENTER」の構造と役割 一覧表

リアル拠点︓BtoB向け ショールーム（⽣地、商品）、⽣地アーカイブ
BtoC向け ショールーム、ショップ、カフェ、ミュージアム

オンライン︓BtoB向け オンラインアーカイブ、オンラインサロン、プロ向けSNS
BtoC向け EC、越境EC、一般向けSNS、Youtubeチャンネル

国内
一般消費者

外国人
一般消費者

BtoC

BtoB

外国人デザイナー
バイヤー等

国内デザイナー
バイヤー等

国内
一般消費者

外国人
一般消費者

＋EC、越境ECサイト
オンラインイ
ベント
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TANGO TEXTILE MUSEUM（丹後織物博物館）開設に向けて
丹後の織物歴史、文化の保存、継承による付加価値の訴求

・300年以上続く、「丹後ちりめん・丹後織物」の歴史を紹介する織物博物館の開設を目指し、
地元自治体や京都府、国に働きかけ、⽇本の絹織物の歴史や、丹後の絹⽂化の価値を次
世代に伝える為の拠点として整備を要望する。

・「着物⽂化」の価値を伝え、「⽇本の絹織物の中⼼地」である事をアピールし、丹後全体のブ
ランディングの基礎である、絹織物⽂化を歴史的、学術的に検証し、資料の収集・展⽰を⾏
い、貴重な⽂化的資料を次世代に伝え、顕彰していく。

・地元住⺠や⾏政機関にも働きかけ、組合が率先して整備運動を進め、組合としては⽤地提
供や、博物館運営等に責任を持ち、持続可能な施設としてTANGO OPEN CENTER
と相乗効果を図り、一体運営を目指す。

５．重点プロジェクト 〜「TANGO OPEN CENTER」の整備〜

TANGO OPEN CENTER 関連施設
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先進事例「オランダ テキスタイル・ミュージアム」

・織物の歴史を展⽰、ワークショップ、体験、カフェ、ショップも併設した産業観光拠点
・企業等との商品開発も担う、クリエーションの拠点
・テキスタイルのブランド化、PRの発信拠点

５．重点プロジェクト 〜「TANGO OPEN CENTER」の整備〜

48出典︓TextielMuseum - Tilburg



参考︓美術館 建築事例 「十和田市現代美術館」 （⻘森県十和田市）

床面積2,079㎡ 建築費 7.6億円

５．重点プロジェクト 〜「TANGO OPEN CENTER」の整備〜
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出典︓⼗和⽥市現代美術館 | Towada Art Center



５．重点プロジェクト 〜共同運営⼜は業務委託先候補〜

道の駅 「丹後王国」 等の運営実績を有するパソナグループ ㈱丹後王国ブルワリー」
2015年にリニューアルオープン後は、年間30万人以上が来場する丹後地方の人気スポットとなった道の駅「丹後王国」
運営実績を有する㈱丹後王国ブルワリーに「TANGO OPEN CENTER」の開設、運営に協⼒を依頼。
同社の有する食品開発、販売ネットワークとも連携し、加⼯場産出セリシン及び排熱を利⽤した水耕栽培等を利⽤した
シルクマンゴー等特産品の開発、販売にも取り組む事を検討。

50出典︓丹後の地域商社 （株）丹後王国ブルワリー



５．重点プロジェクト 〜共同運営⼜は業務委託先候補〜

株式会社日吉屋 TCI研究所
京都を中⼼とした全国の伝統産業プロデュースに実績のある同社は、近畿経済産業局「TANGO CREATION 
PLATFORM」事業や、京都府染織⼯芸課「Some＆Ori」プロジェクト、京都府丹後振興局「TE・ORI」事業、
京都府コロナ社会対応ビジネスモデル創業事業（オンライン商談システム開発、国内外販路開拓事業）等の事
業を通じて丹後織物の振興に協⼒して来た。同社の企画⼒、商品開発・国内外販路開拓実績等を活⽤し、
「TANGO OPEN CENTER」事業構想、企画、運営に協⼒を依頼。
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６．誇りをもって 「織物と共に⽣きる地域」の創出

地域文化に誇りを持ち、将来に夢を持って生きる事ができる産業と雇⽤をつくる
「日本の着物」文化を再定義、リブランディングし発信
・歴史や伝統は尊重しながら、「今」と「これから」を⽣きる世代が魅⼒
的に思える「新たな和装⽂化」を再構築

・DX技術を活⽤して、オンラインを活⽤し世界に発信

「産業×観光」施策による流⼊⼈⼝、交流⼈⼝を拡大
・織物産業は「作る産業」という概念を打破。魅⼒的な資産を最⼤限
活⽤し、周辺に存在するポテンシャルの高い「観光関連産業」と連携
し、賑わいと活⼒を創出

・国内外からの観光客に対して「クラフトツーリズム」を積極的に展開、
「TANGO OPEN CREATIONS」をはじめ、リブランディングされた
「着物、和装関連」商品も合わせた販売で収益を上げ、雇⽤を拡⼤

「郷土愛」「国際化」を育む機会の創出
・「世界から人が集まる地域」である郷⼟に誇りを持つ機会を創出し、
子供たちや若年世代に郷⼟の魅⼒や価値を認識できるイベントや
フェスティバル、体験教育、交流教育を実施

・短期就労やインターンシップ等の積極的な受⼊
・ＵＩＪターン希望者との交流機会の創出
・海外クリエィティブ人材の受け⼊れ、就労機会の創出
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先進事例「フランス・リヨン」「イタリア・コモ」
産地のテキスタイル産業と観光が融合した産業観光都市

６．誇りをもって 「織物と共に⽣きる地域」の創出
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７．地域の多様な産業との連携

丹後織物⼯房 観光/宿泊/飲食
農業/漁業/サービス業

外国人デザイナー
バイヤー等

国内デザイナー
バイヤー等

・TANGO CREATION PLATFORM で培った国内外の人材をオンライン/リアルでネットワーク化
・国内外の多様な人材が丹後に集い、地域イノベーションを活性化するプロジェクトを同時多発的に

⾏い、新たなビジネスを創出します。
・地元産業（観光、宿泊、飲食、農業、漁業、サービス業等）と連携した産業振興

TANGO OPEN CENTER （オンライン/リアル）を活用した、新たなビジネス環境の創出
54



８．アーティストインレジデンス

「TANGO CREATION PLATFORM」の継続的取り組み

2019年よりスタートした「TANGO CREATION PLATFORM」
は、丹後が持つ様々な魅⼒を外に開くことで新たな地域の可能
性を模索するプロジェクトであり、「丹後ちりめん」と世界で活躍す
るクリエイター/デザイナーが滞在と交流を通じ、新たな領域の丹
後ちりめん商品の開発が進んでいる。
この取り組みに継続して取り組み、魅⼒ある産地ブランド商品
「TANGO OPEN CREATIONS」コレクションを開発し、産地
自らをブランド化し、最終消費者向けの商品の販売に繋げる。

2022年も引き続き、コロナ禍の影響により実⾏困難な状況は
続くが、オンライン技術を駆使して取り組みは継続し、コロナ禍
後の、リベンジ観光も視野に⼊れ、持続可能な商品開発→イン
バウンド観光→海外販売のエコシステムを構築し、産地のブランド
価値向上と利益率の向上、直販出口を確⽴し、自ら稼げる産地
への転換を図る。
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９.丹後織物⼯業組合のあるべき姿

染色加工課

指導事業本部

理事会

TOC事業課

小幅正絹課

現状組織図

工場部門営業部門

理事⻑

染色加工課

常勤専務理事

TOC事業課
小幅正絹課

将来組織図

工場部門管理部門

理事会

TOC部門

理事⻑

組合組織の活性化と、改⾰を強⼒に推し進める為、しがらみのない外部⼈材を常勤の専務理事として
起⽤し、強⼒な権限と理事会のサポートのもとに、各部⾨の損益管理、営業促進、効率化推進を数値
目標を⽤いて推し進める。
・各部⾨（管理、⼯場、TOC）に責任者を配置。常勤専務理事の指揮下に、各部⾨の目標を毎年設定し、マネジメントを⾏う。

経理課

総務課
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10.シルクテキスタイル・グローバル促進コンソーシアム ３産地連携

⻄陣
友禅

丹後

TANGO OPEN CENTER

「KYOTO BRAND」として、３産地で連携した
商品開発、展示会出展、販路開拓を⾏う
３産地が連携することにより、和の⽂化⼒や技術を⽣かし、世界のニーズに
応えられる魅⼒ある商品づくりを展開し、さらには直接バイヤーと商談できる
⼒を養い、シルクテキスタイルの世界的な産地となることを目指す。
１）ものづくり体制再構築に関する検討
２）国内外販路開拓

・建材・インテリア市場参⼊事業
・ハイファッション市場参⼊事業（ジェトロ連携）
・ビジネスマッチング支援事業（ビジネスガイド社）

「TANGO OPEN CENTER」内ショップ及びイベント
スペースにて、販売機会を創出

・丹後（⽣産地）→⻄陣/友禅（最終製品化）→丹後（TOC販売）
・丹後地方で⽣産される⽩⽣地を元に、⻄陣/友禅 産地で加⼯、縫製、
最終製品化した商品をTOC内で販売する事により、相乗効果を図る。

経済環境は今後益々厳しくなり、既存の流通システムに頼るだけでは、先細りが避けられない。
京都府全体を１つの産地として捉え、和装産業で関係性の深い３産地が連携して新たなビジネスを
構築し、Win-Winの関係を構築。連携を深める事で効率化とイノベーションを促進し、協⼒して国内
外の販路を開拓する。

国内/海外
販路開拓
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11．事業推進体制

事業主体︓丹後織物⼯業組合

58

共同運営⼜は業務委託先︓⺠間企業等 産地支援︓国、府、地元自治体

持続可能な織物産地としての丹後地方を実現



12．事業計画 ビジネスプラン 収支計画

59

事業計画収支計画要旨

・精練加⼯料をR4年度時点で値上げ検討し、⼯場部⾨単独での⿊字化を目指す

・TANGOブランドを更に発展させ、地域経済にも寄与する為には、織物ミュージアムの追加設⽴が必要。
※設⽴には自⼰資本だけでは無く、京都府、京丹後市等周辺自治体にも協⼒を要請。
※組合所有地を提供し、建物建築費等の支援を要請し、運営は組合が責任を持って実績ある企業に委託する。

・和装需要が劇的に向上しない限り、⻑期的には産業構造の転換が必須。

事業計画結論

現状の精練加⼯を主体とした組合員に対する加⼯業から、稼げる⼯場・組織へ変革し、京都府、地元自治体、国等地
域⾏政機関、⺠間企業等に協⼒を要請しながら、 「TANGO OPEN CENTER」事業を実現し、「ものづくり×観光」を
積極的に推進する事が望ましい。



13．スケジュール

60

2022 2023 2024 2025 2026 2027

組合産業振興プランの策定

組織改革、加⼯賃改定（検討）

自治体・3産地連携強化
加⼯営業、⽣地販路開拓

TANGO OPEN CREATIONＳ商品の
拡充

TANGO OPEN CENTER 
拠点施設開設・拡充

丹後織物博物館開設陳情

⼤阪・関⻄万博 関連事業準備・実施 万博
開催

TOC
開設



14．統計資料
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Ａ− ５ 丹後産地の概要
Ａ− ６ 生産高推移・後染
Ａ− ７ 生産高推移・先染
Ａ− ８ 生糸消費量
Ａ− ９ 紋無地別生産数量
Ａ−１０ 後先別稼働織機台数
Ａ−１１ 部門別稼働台数
Ａ−１２ 紋・無地織機台数
Ａ−１３ 先染織物織機台数
Ａ−１４ 小物織機台数の推移
Ａ−１５ 市町別事業所・織機台数
Ａ−１６ 町別後先別男女別従業者数
Ａ−１７ 町別年代別従事者数
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（俵）

Ａ−８ 丹後産地生糸消費量推移（絹紡糸含む）
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